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１

企 業 集 団 の 状 況

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、親会社（㈱小林洋行）及び子会社１社（エ
イチ・エスライフ少額短期保険㈱）、関連会社2社（㈱日本ゴルフ倶楽部、 BLUE EARTH㈱ ）
により構成されております。

当社グループの事業内容は次のとおりであります。

（１）投資サービス事業

①商品先物取引業：商品先物取引法に基づき設置された商品取引所が開設する商品市場に上場されて

いる各種の商品先物取引について、顧客の委託を受けて執行する業務(受託業務)

及び自己の計算に基づき執行する業務(自己売買業務)を行っております。

②金融商品取引業：金融商品取引法に基づき設置された金融商品取引所が開設する金融商品市場に

上場されている各種の金融商品取引について、顧客の委託を受けて執行する業務(受

託業務)及び自己の計算に基づき執行する業務(自己売買業務) を行っております。

③その他 ：金地金販売等を行っております。

（２）生活・環境事業

①保険募集業務 ：当社で生命保険の募集業務及び損害保険代理店業務、子会社で少額短期保険商品の募集

・開発等を行っております。

②不動産業 ：不動産の賃貸及び不動産の販売を行っております。

③その他 ：太陽光発電機及びＬＥＤ照明等の販売を行っております。



２

※ 当社と親会社（㈱小林洋行）は別個に事業を営んでおり、当社が親会社所有ビルを賃借して本社として使用して
いるほか、当社と事業上の重要な関係はありません。

○ LED商品の
開発・販売等

BLUE EARTH㈱
（関連会社）当 社

お 客 様

○ 商品先物取引の受託
○ 金融商品取引の受託
○ 生損保の募集
○ 不動産の賃貸及び販売
○ 太陽光発電機・

ＬＥＤ照明等の販売
○ 金地金販売
○ 取次受託業務

≪関係会社の事業内容≫

＜親会社＞ ㈱小林洋行 ・グループ会社の管理及び不動産の賃貸
（当社株式の51.79％を保有）

＜関連会社＞ ㈱日本ゴルフ倶楽部 ・ゴルフ場運営
ＢＬＵＥ ＥＡＲＴＨ㈱ ・ＬＥＤ商品の開発・販売等

エイチ・エスライフ
少額短期保険㈱
（連結子会社）

○ 少額短期保険商品の
募集・開発等

企 業 集 団 の 状 況



大阪支店：大阪府大阪市中央区南船場
３－４－２６

※商品先物取引受託業務及び金融商品取引を行っ
ております。

福岡営業所：福岡県福岡市中央区舞鶴
3－2－21

※生損保の募集業務を行っております。

事 業 所

３

熊本営業所：熊本県熊本市中央区帯山
４－４５－１

※生損保の募集業務を行っております。

本 社：東京都中央区日本橋蛎殻町
１－１５－５



平成30年３月期第２四半期決算の概要

＜経済環境及び経営成績 ①＞

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、景気は

緩やかな回復基調が続いています。一方で、海外においては、中国を始めとする新興国の経

済の不確実性や、米国新政権の政策動向及び朝鮮半島情勢の問題などにより、世界経済の先

行きは依然として不透明な状況が継続しております。

為替市場は、米国の金融政策正常化が強く意識された６月下旬から７月上旬にかけて円安

ドル高傾向が強まり、８月から９月上旬にかけて、米トランプ政権の内部の混乱、北朝鮮リ

スクへの警戒などでリスク回避的な円高圧力が高まり、一時110円割れの円高となりました

が、その後は早期の解散総選挙への好感や、米国での年内利上げ観測の再浮上などから112

円台まで円安ドル高に向かいました。

証券市場は、日経平均株価が７月に20,000円台を固める動きを続けましたが、８月は円

高が進行し、それが嫌気されて19,000円台前半まで下落しました。９月に入ると堅調な米

国経済指標を好感した米株高や解散・総選挙でアベノミクスが一段と加速するとの期待感か

ら年初来高値を更新し、２年１ヶ月ぶりに20,300円台まで回復しました。 （続く）

４



平成30年３月期第２四半期決算の概要

＜経済環境及び経営成績 ②＞

商品先物市場は、８月以降、貴金属市場全般に北朝鮮の弾道ミサイル発射による地政学的

リスクの高まりから価格が上昇し、特に金は安全資産として注目され９月19日に約２年３ヶ

月ぶりとなる高値（4,721円）を付けるなど取引が活発に行われましたが、４月～７月まで

の国内商品取引所の総出来高が804万枚（前年同期比16.2％減）となったことから、国内

商品取引所の総出来高は1,255万枚（前年同四半期比6.0％減）、主な市場別出来高は貴金

属市場が794万枚（同6.5％減）、石油市場が321万枚（同0.6％増）、農産物・砂糖市場

が37万枚（同36.7％減）となりました。（続く）

５



平成30年３月期第２四半期決算の概要

＜経済環境及び経営成績 ③＞

このような環境の中、当社グループは投資関連サービス事業と生活環境関連事業の二本柱の体

制で多様な質の高いサービスの提供を行い、顧客拡大を志向して中長期的に安定した収益基盤を

目指しておりますが、当第２四半期連結累計期間は、株式会社東京金融取引所の取引所為替証拠

金取引（くりっく365）、取引所株価指数証拠金取引（くりっく株365）の事業拡大に注力し、

新規顧客導入の強化を図って参りました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は次の通りとなりました。

営業収益 890百万円

営業総利益 618百万円

営業費用 810百万円

営業損失 191百万円

経常損失 170百万円

親会社株主に帰属する四半期純損失 236百万円

６



（単位：百万円）
H29年３月期

第２四半期(非連結)
H30年３月期

第２四半期(連結)

営業収益 1,055 890

内 受取手数料 719 638

営業利益 △21 △191

経常利益 ４ △170

当期純利益 △13 △236

一株当たり当期純利益 △2.09円 △35.75円

一株当たり純資産額 460.92円 390.92円

自己資本比率 45.2％ 38.6％

業 績 概 況

７

※業績数値は４月～９月（６ヶ月）の累積実績です。



51 87

▲ 15

▲ 256

49 ▲ 10

50

▲ 13

▲ 236

▲ 45

101
177

▲ 114

40

27
55 4

▲ 170

2,041
1,942

1,935

1,771

1,367

820
852

1,055

890

1,190

1,269 1,387

1,543

597
611

679
776 810

▲ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
単位：百万円

純利益（通期）

純利益（上半期）

経常利益（通期）

経常利益（上半期）

営業収益（通期）

営業収益（上半期）

営業費用（通期）

営業費用（上半期）

業 績 推 移

Ｈ26/3 Ｈ27/3 Ｈ28/3 Ｈ29/3 Ｈ30/3

８※平成29年３月期までは非連結業績を、平成30年３月期からは連結業績を記載しております。



貸 借 対 照 表

９

（単位：百万円） Ｈ28．9期(非連結) Ｈ29．9期(連結)

流動資産合計 4,815 5,204

　内　現金及び預金 1,060 1,147

　内　販売用不動産
　(含　仕掛販売用不動産）

138 139

固定資産合計 1,940 1,502

　内　投資有価証券 409 364

　内　土地及び建物 650 371

資産合計 6,755 6,707

流動負債合計 3,460 3,862

　内　預り証拠金
（含　代用有価証券）

2,874 2,606

固定負債合計 210 224

負債合計 3,701 4,117

純資産合計 3,053 2,589

　内　その他有価証券評価差額金 △104 △66



セグメント別の業績概要
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１.投資サービス事業

当第２四半期累計期間の投資サービス事業の営業収益及び営業総利益は500百万円（前年同

期636百万円）、営業費用は677百万円（前年同期655百万円）、セグメント損失は177

百万円（前年同期はセグメント損失19百万円）となりました。

①商品先物取引受託業務

商品先物取引受託業務の受取手数料は422百万円（前年同期601百万円）となりました。

②金融商品取引受託業務

金融商品取引受託業務の受取手数料は144百万円（前年同期46百万円）となりました。

③商品先物取引及び金融商品取引自己売買業務

商品先物取引及び金融商品取引自己売買業務の売買損は67百万円（前年同期は11百万円の
損失）となりました。

※当社は平成29年３月期は非連結業績を開示しておりましたが、子会社ができたため、平成30年
３月期第２四半期より連結の業績を開示しております。このため、当第２四半期は連結の業績を、
また、前年同期は非連結の業績を記載しております。



セグメント別の業績概要
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２.生活・環境事業

当第２四半期累計期間の生活・環境事業の営業収益は390百万円(前年同期は419百万円)、

営業総利益は118百万円(前年同期は117百万円) 、営業費用は132百万円（前年同期は

120百万円 ）、セグメント損失は13百万円(前年同期は２百万円の損失)となりました。

①保険募集業務

保険募集業務の受取手数料は71百万円（前年同期は72百万円）となりました。

②不動産業

不動産賃貸料収入は21百万円（前年同期は23百万円） 、不動産販売の売上高は281百
万円（前年同期は290百万円）となりました。

③その他

太陽光発電機・ＬＥＤ照明等の売上高は６百万円（ 前年同期は11百万円）、映像コン
テンツ配信の売上高は９百万円（ 前年同期は18百万円）となりました。

※当社は平成29年３月期は非連結業績を開示しておりましたが、子会社ができたため、平成30年
３月期第２四半期より連結の業績を開示しております。このため、当第２四半期は連結の業績を、
また、前年同期は非連結の業績を記載しております。



受取手数料

売買損益

＜投資サービス事業＞四半期営業収益の推移
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単位：百万円

当社の業績は、
市場動向に左右
されるため、四
半期毎など、短
期では大きく変

動いたします。

（単位：百万円）
Ｈ28／３

3Ｑ

Ｈ28／３

4Ｑ

Ｈ29／３

１Ｑ

Ｈ29／３

２Ｑ

Ｈ29／３

３Ｑ

Ｈ29／３

４Ｑ

Ｈ30／３

１Ｑ

Ｈ30／３

２Ｑ

　受取手数料 212 264 313 334 308 254 279 288
　　商品先物取引 211 256 291 309 273 223 221 200

金融商品媒介等 0 .3 0 .2 0 .1 0 .1 0 .0 - - -

　　金融商品取引 - 7 21 24 34 31 57 87

　売買損益 132 77 △ 54 43 7 △ 45 38 △ 105
　　商品先物取引 132 78 △ 52 40 5 △ 45 38 △ 105

　　金融商品取引 - △ 0.1 △ 2 2 1 - - -



＜商品先物取引＞営業収益の推移

単位：百万円
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＜商品先物取引＞受取手数料の市場別内訳
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単位：百万円



＜金融商品取引＞受取手数料の市場別内訳
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単位：百万円
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＜商品先物取引＞自己売買損益の市場別内訳
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単位：百万円

農産物・砂糖 貴金属 石 油 ゴ ム
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＜生活・環境事業＞四半期営業収益の推移

単位：百万円
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（単位：百万円）
Ｈ28／３

3Ｑ
Ｈ28／３

4Ｑ
Ｈ29／３

１Ｑ
Ｈ29／３

２Ｑ
Ｈ２９／３

３Ｑ
Ｈ２９／３

４Ｑ
Ｈ３０／３

１Ｑ
Ｈ３０／３

２Ｑ

保険募集　受取手数料 28 33 35 36 26 45 39 31
太陽光発電機・ＬＥＤ照明等 19 44 5 6 12 7 3 2
不動産賃貸料 9 11 12 10 11 11 10 10
不動産販売 226 0 254 36 28 17 148 132
映像コンテンツ配信 9 9 9 9 9 9 9 0



平成30年３月期業績予想について
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●平成30年３月期業績予想について

当社は、主要な事業である商品先物取引業の業績が市場動向等に

大きく左右されること、また、不動産の販売についても確度の高い

業績予想を行うことが難しいため、平成30年３月期の業績予想は

公表しておりません。

平成30年３月期においては、前事業年度に続き営業利益の黒字

化を目指しております。第３四半期以降においても営業体制の強化、

顧客基盤の拡大による黒字体質の定着に努めてまいりますので、引

続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。



本資料に関するお問い合わせ先

株式会社 フジトミ

総務部株式課

Ｅ-mail：keiei-kikaku2@fujitomi.co.jp
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